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【報告の概要】 

 各機関から基盤的観測点（微小地震）及び地震関係観測点の現状が報告された

 大学では、観測点の廃止を進めている機関や、観測網のスリム化を完了した機関がある

事由は予算、アクセス困難、担当者の退職等

 気象庁・防災科研は観測点の廃止は予定していない

 大学の VSAT 観測点は代替衛星により継続される見込み

 獣害対策が観測点維持の大きな問題となっている
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